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   A 77-year-old man was admitted to our hospital complaining of gross hematuria. Cystoscopy 
showed an approximately 4-cm non-papillary tumor in and  out of the diverticulum of the left pos-
terior wall. Total cystectomy was performed. Histopathological diagnosis was pleomorphic leio-
myosarcoma. According to TNM classification of bladder cancer, the stage of this tumor was 
pT3bpNOMO. The patient had local recurrence two months after the operation, and died a month 
later. This is the second case of leiomyosarcoma of the diverticulum of urinary bladder reported 
in Japan. 
                                                (Acta Urol. Jpn. 41: 883-886, 1995) 















入院時検査成績=血 算,血 液生化学 に異常 を認 め









































り,膀 胱 癌取 扱 規 約 に準 じた 分類 で はpT3bpNOMO
であ った.
術 後 経 過:術 後2カ,月 目に 局 所再 発 を きた し,徐 々
}こ全 身状 態 悪 化 し,1994年12月20日死 亡 した.
考 察
今 回 わ れ わ れ は 自験 例 を 加 え た本 邦 報 告85例につ き
検 討 を 加 え た,年 齢分 布 は3歳 か ら89歳,平 均49.7
歳 で,30歳未 満 は12例 であ るが,30歳 代14例,40歳
代13例,50歳代18例,60歳代14例,70歳代 以 降 が14例
で,成 人 に 多 く発 生 した.男 性44例,女 性40例と性 差
は 認 め な か った.主 訴 の記 載 のあ った72例では,血 尿
が48例と最 も多 く,つ い で排 尿 痛26例,頻 尿23例,下
腹 部 痛9例,そ の他 で あ っ た.発 生 部位 の記 載 の あ っ
た66例で は,側 壁18例,後 壁17例,頂 部17例,三 角 部
9例,前 壁5例 で あ り,好 発 部 位 は認 めな か った.ま
た,憩 室 に発 生 した ものは 自験 例 以外 では1例 のみ3)
で あ っ た.さ らに,腫 瘍 径 と治 療法 との関 係 に つ き65
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本論文 の要 旨は,第502回日本泌尿器 科学会東 京地 方会に
て発 表 した.
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